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Summary 

<<Les Parapluies de Cherbourg>>, which was produced in 

1963 and released in 1964, is a unique music film in which 

the plot is developed over the tragic love of the young couple 

who are to be separated by the Algerian War and the 

dialogue is all sung as recitative. Compared to the high 

evaluation of the music composed by Michel Legrand and 

the lasting popularity of the music so far, the development 

of the history, that is, the problem of who each of the couple 

chose as a new partner, has been often criticized. In this 

text, I would like to find some hidden meanings behind the 

development of the story in terms of ‘the loss of something 

precious’ and ‘the living of a new life’. The film, <<Les 

Parapluies de Cherbourg>>, may appear to be a 

sentimental love story, but it is the very story where a 

soldier and his family get over various kinds of trouble and 

difficulty and begin to live a hopeful life. 

 

要旨 

 『シェルブールの雨傘』（1963 年製作・64 年公開）は、戦

争で切りはなされる若者の悲恋物語を枠組として、台詞のす

べてを歌で表現する異色のミュージカル作品である。ミュー

ジカルの（ミシェル・ルグランの音楽への）高い評価及び現

在にいたる人気に比し、その筋の展開には――すなわち、か

つての恋人たちの新しいパートナーの選択には批判の声が多

い。本稿では「喪失」と「再生」の観点から、筋の展開に付

された意味をさぐりたい。 

『シェルブール』は感傷的ラブ・ストーリーに一見
いっけん

見えは

するものの、兵士と家族がさまざまな不幸を克服し、再生を

果たす物語なのである。 
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Ⅰ．音楽か物語か―評価の隔差  

 『シェルブールの雨傘』*1) は 1963 年に製作（日本公

開 64 年）されたジャック・ドゥミ（脚本・監督）の出世

作であり、登場人物の台詞ほぼすべてが歌という異色のミ

ュージカル作品である。公開後半世紀近くを経た現在でも

多くのＤＶＤレンタル店に常備されており、その人気は、

そしてまた商業的評価の定まりは確立されていると言っ

てよい。今にいたる人気の一端をのぞかせるものとして、

2011 年の朝日新聞「うたの旅人」欄は、この映画の「根

強い人気」のためかシェルブールには「日本からの客も多

く、（傘屋の）看板には日本語で〈シェルブールの雨傘〉

の文字が」と伝えていた。しかし、この「うたの旅人」*2) 

というルポタージュの表題が明示するように、映画の人気

も評価もミシェル・ルグランの「うた」＝音楽に依るとこ

ろが大きく、「もしも、ドヌーヴが出演せず、ルグランの

音楽がなかったら、『シェルブール～』は、成功したか？」

「そんな仮定の質問に」、おそらく成功しなかっただろう

と否定的見解が示されてくる*3) 。すなわち、脚本（とく

に第二部・第三部にいたる物語展開）自体の評価は低い、

と言わざるをえないのである。 

 また実際に、この映画を「文学理論」及び「フランス語

中級」の授業で教材として使用したのだが、鑑賞後の学生

たちの感想文も、やはり一方では音楽への高評価に、その

一方ではギーとジュヌヴィエーヴの恋が成就しない筋の

展開への不満にその声が集中する。「最低の男と最低の女

の物語。音楽はよかったが」「ジュヌヴィエーヴがギーを

待ち続けることができたら．．．愛を貫いてほしかった。

だが音楽は最高だ」「帰ってきたら彼女が他の男と結婚し

ていたので、仕事はなげやりになる、娼婦と遊ぶ、果ては

身近な女に求婚する。ギィは最低だ」「押しつけ結婚させ

るジェヌヴィエーヴの母親は最悪だ」等の声が返された。

音楽は最高だが主人公は最低といった評言は、そのままの

言葉で散見し、最上級を用いる極端な表現とはいえ、現代

の若者たちも音楽ゆえの成功作という本作の定評を裏づ

けてくれた訳である。 

 ところで、この映画の出だしから、日付の明示（1957

年 11 月）とともに第一部「出発」という表題が付された

物語が始まり、第二部は「不在」（1958 年 1 月）と、第

三部は「帰還」（1959 年 3 月）と題されて物語が展開し、

同じ第三部エピローグ部分で、ここには表題がないものの、

1963 年 12 月と前シーンから 4 年後の日付が示されてい

る。おそらくは 12 月 23 日頃（クリスマス前）の、かつ

ての恋人たちの数分間の再会エピソードで、映画はその幕

を閉じる。各章の表題明示と時間への再三の言及は、それ

自体で観客に映画の物語性・歴史性への注意を喚起するも

のであり、同時に脚本の構成への認識を求めるものと言え

るのではなかろうか。かつてゴダールは、次のような監督

＝映画作家論を述べていた。 

 

  映画作家は二種類に大別できます。エイゼンシュ  

タインとヒッチコックの系統として、作品を可能な  

限り厳密に書きあげる人びとがいる。何をやりたい  

のかがわかっていてすべてが頭のなかに収まって  

おり、全部を紙の上に書く人びとだ。その場合、撮  

影は実践的な応用でしかない。想像されたものにで  

きるだけ近いものを構築することが問題なのです。 

アラン・レネはこうした人種に属するし、ジャッ  

ク・ドゥミもそうです。いま一方の人びとは、ジャ  

ンルーシュの系統だが、彼らは何をしようとしてい  

るのかよくわからずに探し求める。作品はこの追求  

にあたります *4)。  

 

 また、ジュヌヴィエーヴを演じたカトリーヌ・ドヌーヴ

は、ドゥミについて次のような証言を残している。 

 

  ジャック・ドゥミーの映画づくりそのものが、す  

 べて用意周到に準備されていて、とても他人が口を  

 はさむ余地などないほど精密に書かれたコンテに基  

づいています。撮影中にストーリーやカット割やせ  

りふが即興的に変更されるようなことはまったく  

ないと言ってもいいくらいです*5)。  

 

 このような証言があるだけになおさらわれわれは、「用

意周到に」構成されたジャック・ドゥミの脚本に注目し、
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照応するエピソードの吟味を果たし、作品の目ざすところ

を探りたいと願うのである。 

 

Ⅱ．物語の構成―その時間的流れ  

第一部  

 第一部は、映画全体の半分の時間を占める。ところが、

物語は 1958 年 11 月の或る日から、わずか 4 日間のこと

が辿られるにすぎない。主要場面と時間の関係を整理して

みると、およそ次のようになる。 

 

時間  場所  物語  

1957 年  

11 月某

日  

《 ギ ー の 仕 事 場

ガレージ・オーバ

ン》  

《ガレージ・オー

バンの前の通り》

《傘屋》  

 

 

 

 

 

 

 

《ギーの伯母エリ

ーズのアパルトマ

ン（以後ギー宅と

記す）》  

《劇場》  

《ダンスホール》

《深夜の港》  

 

 

 

ギーと、傘屋を抜け出

たジュヌヴィエーヴ

との愛の語らい。夜の

デートの約束。ジュヌ

ヴィエーヴ傘屋に戻

り、母エムリー夫人に

不在をとがめられる。

母に嘘をついてデー

トをした娘に対する

夫人のショック。  

病床の伯母。その介護

にマドレーヌが姿を

見せる。  

 

ギーとジュヌヴィエ

ーヴのデート。  

 

 

そ の 翌

日（2 日

目）  

《傘屋》  

 

 

 

 

ギーとの結婚を願う

ジュヌヴィエーヴと、

母の反対。そこに手紙

が届けられる（税金の

請求）。  

《エムリー夫人の

アパルトマン（以

後、ジュヌヴィエ

ーヴ宅と記す）》  

《宝石店》  

母娘の話し合い。娘の

示唆で夫人は宝石の

売却を決意。  

 

店主は前金の支払い

を拒むが、偶然居合わ

せたカサールが夫人

に援助を申し出る。明

朝の訪問を約束。  

そ の 翌

日（3 日

目）  

《傘屋》  

 

 

 

 

《ガレージ・オー

バン》前《カフェ》 

 

《ギー宅》  

 

 

 

 

《ジュヌヴィエー

ヴ宅》  

カサールを待つエム

リー夫人、娘は母の制

止をふりきり《ガレー

ジ・オーバン》に向か

う。カサールの来訪。

召集令状が来たこと

を伝えるギー。悲しみ

にくれる恋人たち。  

伯母に知られぬよう

部屋に迎え入れたジ

ュヌヴィエーヴと、ギ

ーは応召前夜の抱擁

を果たす。  

母にギーの出征を告

げるジュヌヴィエー

ヴ。母のなぐさめ。  

そ の 翌

日（4 日

目）  

《ギー宅》  

 

《駅》  

エリーズ伯母、マドレ

ーヌとの別れ。  

恋人たちの別れ。  

 

 第一部は、以上に見た 4 日間という短い時間の制約の

ためでもあろうが、筋の展開で重要なエピソードがあれこ

れと散りばめられたり、もしくは筋の錯綜ということもな

く、主要登場人物たちのいわば提示と、一つの主要テーマ、

つまりギーとジュヌヴィエーヴの相思相愛とに光が当て

られていると言ってよい。若者ふたりの屈託のない恋の喜

びが「うた」となり、母がギーの若さと兵役が果されてい

ないことを理由
た て

に結婚に反対しても娘の一途な想いが
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「うた」となり、その一途さゆえの別離の哀しみが歌いあ

げられる抒情味が主調となっていた。この恋愛以外に採り

あげるべきエピソードとしては、エムリー夫人におとずれ

た「シェルブール雨傘店」（『シェルブールの雨傘』とい

うタイトルはこの店の名称なのだった）の経営的危機を指

摘しうるだろう。だがそれも、運良く宝石売買が成立した

ことで回避された程度の小挿話と見なしうる。 

 1957 年 11 月というあの日付の明示が、さらに「出発」

というタイトルが示唆していたことはアルジェリア戦争

の前線への兵士の「出発」にほかならなかった。しかし、

色彩豊かな雨傘でのタイトル・バック、つづく《ガレージ・

オーバン》が舞台の明るい音楽によるギーの職場紹介、カ

ラフルな原色を多用したカットの連続などによって戦時

下の時代の暗雲は、第一部においては見出すべくもなかっ

た。ギーの召集令状が出てからの最終部においても、ふた

りの恋の強さを二つの主要アリアによって、すなわちジュ

ヌヴィエーヴの「あなたなしでは生きていけない」と駅で

の「いつまでも待っている」によって抒情的高揚のなかで

観客に確認させ、ギーの「出発」は、別れの哀しみもさる

ことながら、むしろ復員後の再会への期待をあおりたてる

役割を果たしていたような観がある。 

 

 第二部・第三部の時間的展開はほぼ次のようなものにな

る。 

第二部  

時間  場所  物語  

1958 年  

1 月（6

日）  

 

 

 

同日夜  

 

 

 

 

《傘屋》  

 

 

 

 

 

《ジュヌヴィエー

ヴ宅》  

 

 

 

ジュヌヴィエーヴ、母

に妊娠を伝える。母エ

ムリー夫人は、町で偶

然カサールに会い、今

日の夕食に招待した

という。  

公現祭の会食。ジュヌ

ヴィエーヴが席をは

ずすと、カサールがエ

ムリー夫人にジュヌ

ヴィエーヴへの求婚

 

2 月  

 

 

3 月  

 

 

4 月  

 

 

 

 

 

 

 

 

日 付 不

明（晩夏

か初秋）

 

《ジュヌヴィエー

ヴ宅》  

 

《傘屋》  

 

 

《ジュヌヴィエー

ヴ宅》  

 

《港》  

 

《傘屋》  

 

 

 

《教会》  

の意志を伝える。  

ギーの手紙をエムリ

ー夫人、ジュヌヴィエ

ーヴにわたす。  

謝肉祭で騒ぐ人びと

が窓ごしに見える。母

娘の対話。  

エムリー夫人、カサー

ルからの宝石を娘に

わたす。  

カサールとジュヌヴ

ィエーヴのデート。  

エムリー夫人、カサー

ルにジュヌヴィエー

ヴの結婚受諾を伝え

る。  

結婚式  

 

第三部  

時間  場所  物語  

1959 年

3 月  

 

 

 

 

 

4 月某日

 

 

同日  

 

 

 

 

《駅》から《傘屋》

へ  

《ギー宅》  

 

 

 

 

《ガレージ・オー

バン》  

 

《カフェ》から《傘

屋》（今は《ランド

リー》に）、さらに

バーへ。  

 

ギーの帰郷  

 

ギー、エリーズ伯母と

再会。ジュヌヴィエー

ヴのこと、負傷兵とな

ったことを語る。マド

レーヌとも再会。  

仕事が雑になったギ

ー、オーバンともめ、

その場で辞職。  

白ワインをあおる。店

主ととも釣銭のこと

でもめる。かつての

《傘屋》へ立ち寄り、

バー《バール・デュ・
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翌日  

 

 

某日  

某日  

 

 

 

 

 

6 月  

 

 

 

 

 

 

1963 年

12 月

（ 23

日？）  

 

 

 

 

 

《 ジ ェ ニ ー の 部

屋》  

《ギー宅》  

 

 

《教会》  

《ギー宅》  

 

 

 

 

 

《 公 証 人 オ フ ィ

ス》から《銀行》

へ  

 

 

《カフェ》  

 

《ギーのガソリン

スタンド兼自宅》

ポール》へ。娼婦ジェ

ニーに出会う。  

娼婦との一夜。  

 

マドレーヌからエリ

ーズ伯母の死を知ら

される。  

葬儀。  

マドレーヌとギーの

対話。マドレーヌ、こ

のアパルトマンを出

ると言うが、留まるこ

とをギー嘆願する。彼

女の承諾。  

ギー、公証人のもとで

遺産相続のサインを

し、銀行でお金を引き

出す。（ガソリン・ス

タンドを購入のため）

ギー、マドレーヌに求

婚。  

ギーとマドレーヌと

息子フランソワ。マド

レーヌと息子、買い物

に出る。その直後、ジ

ュヌヴィエーヴと娘

フランソワーズ、車で

ガソリン・スタンド

に。（給油のため） か

つての恋人の偶然の

出会いと会話。給油

後、ジュヌヴィエーヴ

出発。マドレーヌと息

子の帰宅。  

 

 

 第二部は、第一部から 2 ヶ月後の 1958 年 1 月（6 日）

から始まり、4 月までのエピソードが辿られる。ただし、

最終部のジュヌヴィエーヴとカサールの結婚は、時間の明

示がないものの、最後に姿を見せるマドレーヌの服装から

晩夏か初秋の頃のこと（すなわち 1958 年の年内のこと）

と考えてよいだろう。 

 第三部は 1959 年 3 月から 6 月にかけての物語が中心に

なる。そして、4 年を経た 1963 年 12 月（クリスマス直

前）の一日がエピローグとして追加されている。その一日

の、放映時間に一致する７分弱のエピソードである。すで

に見たように、4 日間足らずの出来事を辿る第一部に映画

の半分の時間が費やされるのに比し、同じ時間（45 分）

で描かれる第二部・第三部が約 5 年の時間を内包する。

この後半部の物語展開の性急さが、第二部でのジュヌヴィ

エーヴの早急かつ一方的な心変わりとあいまって、観客の

急速な意気沮喪に力を貸す。主要アリアの場が第一部です

でに終了していたように、まだジュヌヴィエーヴへのカサ

ールの恋が連綿と歌いあげられることもないように、抒情

的な高揚場面は後半二部には求めるべくもない。いわば、

ミュージカル映画としての『シェルブールの雨傘』は、第

一部でその山場を終了していたのである。こうして、本作

は第二部・第三部に至り、ミュージカルの魅力を漸減し、

劇映画
ド ラ マ

としての比重がいや増すばかりとなってくる。 

 

Ⅲ．第二部・第三部で目指されていたもの  

 第二部は、主要場面の大半が《傘屋》ないし《ジュヌヴ

ィエーヴ宅》を舞台とする。それゆえジュヌヴィエーヴ中

心の室内劇の印象があり、なるほど出征したギーは不在で

そのことがジュヌヴィエーヴを苦しめるのだが、この「不

在」が表題となるよりは、むしろ、ジュヌヴィエーヴの「葛

藤」とか「豹変」とか「別れの決意」とか「再出発」とい

った表題の方がここでの内容にふさわしい。しかし、ドゥ

ミによる表題はあくまで「不在」なのであり、ギー＝出征

兵士の「不在」の観点から第二部の物語を考察してみたい。 

 すでに最初のシーンから、エムリー夫人は町で偶然に米

国帰りのカサールに出会い 1 時間以上も話したこと、そ

して夕食に彼を招待したことをジュヌヴィエーヴに嬉嬉

として報告している。ギーの場合とは対照的な、夫人のカ
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サールへの好意、好遇が露わなものになっている。母親に

とって、婿候補に裕福な青年がふさわしいことは自明の理

であるが、カサールは中年とはいわずとも、17 歳のジュ

ヌヴィエーヴには 3 歳年上のギーに比し、かなり年の離

れた叔父さん的存在に見えたはずである。しかしそれゆえ

にカサールは、運良く戦争に遭遇せず兵役を済ましえた世

代を代表する。 

 第二シーンはその晩の夕食会で、デザートを食べすすめ

るうちに、ジュヌヴィエーヴのケーキに陶器製のそら豆が

入っていたことがわかる。ここでフランスの観客にはこの

日が 1 月 6 日の公現祭であることがわかる。クリスマス・

シーズンを締めくくる最後の祝日＝公現祭（イエスが神の

子として世に現れたことを伝えるため東方から三博士が

やってきた日を祝う）には、デザートのケーキに陶器製の

そら豆を入れ、それに当った人が王ないし女王となり、自

分の好きな異性を配偶者として名指しする権利を持ち、み

ずからの望むところ（たとえばキス）を命じられるという

サプライズである。 

 公現祭の夕食にエムリー夫人がカサールを招待した意

味は、このデザートのサプライズにおいて、そら豆入りケ

ーキを自分には配分されぬようにして、カサールと娘を王

と女王にすることに、すなわち、ふたりを似合いの配偶者

としてみずからが演出することにあったと想像される。実

は夫人は、この日の食事を、娘の体調（第二部第一シーン

で母に妊娠を告白していた）を案じ、「私自身が夕食を準

備するから。心配しないで」 *6)と語っていた。ケーキの

作為的配分が行われえたと推測しうる所以である。本来な

ら、ギーが主賓となり、おそらくジュヌヴィエーヴのケー

キ配分によって王となるべき地位を、「不在」のため喪失

した。たしかに夫人自身はカサールをもって娘の最有力婿

候補に推
お

すのだが、夫人はそれを娘に強制する支配者型

の母ではない。第三シーン（《ジュヌヴィエーヴ宅》）が

示すごとく、夫人はギーの手紙（2 通目）を捨てさること

なく優しく娘に手わたし、あの妊娠告白に、つまり、みず

からの婿選びに蹉跌をきたしかねない娘の軽挙に逆上す

ることも、その打開策の堕胎に思いをいたすこともなかっ

たし、第四シーン（《傘屋》）では楽しそうに赤ちゃん服

を縫っていたり、娘の喫煙を注意したり、つねに娘を優し

さで包む慈母として描かれている。娘の懇望を断固拒絶し

て、夫人がギーを受け入れないとは考えにくい訳である。 

（エムリー夫人に関して付言しておきたいと思うのは、

17 歳になって結婚を願う娘をもつ母ではあるものの、今

だ 40 歳そこそこに見える美しい寡婦である夫人自身が、

カサールとの出会いで彼を自分の恋愛・再婚の対象として

見出さなかったのかという疑問である。第一部《宝石店》

でカサールが夫人に援助を申し出て、夫人の方は感謝と親

愛に満ちた表情で応接するのだが、別れの際に「

ではまた明日
ア ・ ド ゥ マ ン

」*7) と歌いあげたとき、その喜びの高音の

トーンに恋情を伝えるニュアンスがあったと思われたの

であった。だが第二部夕食会の最後で、娘への求婚意志を

伝えるカサールの言葉を冷静に聞く夫人を見ると、その疑

問は私の的はずれの憶測で、あの第一部での夫人の「うた」

はカサールへの強い感謝の念がクレッシェンドになって

いたにすぎないと解釈するべきなのだった。カサールに出

会ったときから娘婿の
．．．

理想のタイプを見出す母性の強い

エムリー夫人は、その一方で結婚及び幸福の原点を何より

も資産・経済力に求めるタイプの女性なのだった。） 

 カサールによってギーは「王」（＝配偶者）の地位を喪

失する。この「喪失」というテーマで第二部を見ると、す

でに見た公現祭に加えて重要場面の「日」の設定が「祝日」

になっていることが注目される。3 月《傘屋》でのシーン

（第四シーン）でも、謝肉祭の祝日が背景となっていた。

最初の場面でジュヌヴィエーヴは、祭りのさなかの、仮装

行列でごった返す通りをなんとか渡りきって《傘屋》に入

ってくる。そして「みんな馬鹿みたい、私はカーニヴァル

が大嫌い」*8) とつぶやく。ジュヌヴィエーヴとしては恋

人のアルジェリアへの出征による自分の鬱々たる状況に

比し、人びとの祭りにかまける暢気さに違和感・不快感を

覚えていたのである。しかし祝日＝祭りは、出征兵士にお

いてこそ、やりきれないものではなかったか。なぜなら、

彼らにとって、つねに想う故郷のことを、これら「晴
はれ

」

の日においては「褻
け

」の日の場合に倍加して、その郷愁

を募らせ、懐かしむはずと考えられるからである。祝日＝

祭りの設定は、ギーたち出征兵士の（平時の日常）生活の
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「喪失」を認識させる装置だったと考えうる。 

 第二部 2 月の《ジュヌヴィエーヴ宅》のシーンで、ギ

ーの声で読みあげられる 2 通目の手紙によって「フラン

ソワは男の子には良い名前だね。（・・・）愛する人、君

が待っていてくれるとわかっている。（・・・）」*9)との

「不在」中の彼の所感が紹介されていた。あの第一部での、

入営を明日に控えた最後の夜のふたりの（ただ一度の）抱

擁でジュヌヴィエーヴが妊娠したことを、すでにギーは知

らされていたのである。死の現前する前線へ向かう前に、

最後の抱擁で生きた証しを求めたあの「 性
セックス

」は、「死」

に対抗するものだった（「性」＝「生」）。その結実であ

る新しい生命の宿りは、ギーには、ジュヌヴィエーヴとの

絆の深まりを実感させ、父として帰るべき家庭を意識させ

るものだった。だが、そのわずか 2 ヶ月後の第二部第六

シーン《港》のデートで、カサールはジュヌヴィエーヴに

「この子を一緒に育てましょう。私たちの子どもにしまし

ょう。」*10)と語り、改めて強い求婚の意志を伝える。ジ

ュヌヴィエーヴのカサール選択の理由は究極的には忖度

不能なものなのだが、彼女自身の言葉によると、ギーの子

の妊娠を告白して、それでもなおカサールが結婚を望むな

ら「彼を拒絶することは大馬鹿かもしれない」*11) と、い

わば賭をして、すでに見たカサールの返答を得て、受諾を

決意したのだろう。ここでギーは、ジュヌヴィエーヴのみ

ならず、子どもをも「喪失」する。 

 

 第三部（1959 年 3 月）の前半部（エリーズ伯母の死ま

で）では、第二部につづいてギーの喪失したものが次々と

提示されてくる。出だしは、復員してきたギーが、冬の雨

のなか迎えの「傘」もなく駅に降りたち、まず傘屋を訪れ、

「所有者が変わりました」の張紙を見る。タイトルでもあ

った「シェルブールの雨傘（屋）」は、すでに店を閉じて

いた。この店の喪失に尽きぬ悲しみを覚えるのは、ギーひ

とりかもしれない。そこは、ジュヌヴィエーヴと子どもを

見出す希望の場であったはずである。 

 《ギー宅》でエリーズ伯母と再会する第二シーンでは、

ギーが足を引きずっていることに伯母が気づき、手榴弾の

破片で膝を損傷していたことが語られる。ここで、彼の 1

年半足らずでの復員は、実は傷病兵ゆえに可能となった前

線離脱であったことがわかる。ギーは健全な肉体を「喪失」

していた。 

 つづく《ガレージ・オーバン》のシーンではジュヌヴィ

エーヴ、子ども、彼ら新しい家族と築く家庭という希望の

場、健全な五体と、さまざまな喪失を経ての絶望で、仕事

にもやる気を「喪失」しているギーの姿が描かれる。ずさ

んな修理に対する店主の苦言も素直に受けとれず、ギーは

悪態をついてその場で辞職する。そして、自暴自棄になっ

て、酒と女に金を投げ出す姿がその後につづく。 

 このとき、カフェで酒をたてつづけに煽
あお

り、娼婦のい

るバーへ向かう途中、ギーがあの「シェルブールの雨傘店」

に立ち寄るシーンがある。かつての傘屋は、ランドリーへ

とその外装が塗り変えられているところで、大型の引越し

用車両が店舗の前に止まっている。そして、ふたりの作業

員が洗濯機（ないし乾燥機）を店内に運び入れようとして

いる。ギーは彼らに続いて店に入るのだが、そこはすでに

内装も変えられ、ギーの求める傘屋のおもかげは一切ない。

ギーが作業員に咎められて出てゆくまでの、わずか 40 秒

足らずのシーンである。しかし、そのための小道具、外装・

内装費等の経済的投資は大きい。ここで改めて、店の消失

（＝希望の喪失）でギーの心に開いた穴（心的外傷）の大

きさをわれわれは確認する。そして同時に、店の名称であ

った「シェルブールの雨傘（店）」という映画のタイトル

自体が、今や消えたもの（＝ギーの「喪失」）を象徴して

いたことを確認する。 

 長かった第三シーン《ガレージ・オーバン》の最後に至

って、ギーは最後の「喪失」の衝撃ともいうべきエリーズ

伯母の死の通知を受ける。放蕩の翌日、朝帰りの際、おそ

らく一晩まんじりとせず彼の帰りを待ちつづけたマドレ

ーヌから、エリーズの死を知らされる。伯母の死は、やは

り、その通知が娼婦との交渉の翌日だった点に、ギーにと

っての倫理的衝撃があった。倫理的とは、伯母が死に臨ん

でいたその時が、ギーの快楽的「 性
セックス

」の時間と一致す

るということだが、かつて第一部では、ギーとジュヌヴィ

エーヴの抱擁シーンが急転し、3 枚の街路場面の連写で「

性
セックス

」とその「性」の重みが示唆されていたのに比し、
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このたびの第三部においては、娼婦ジェニーの部屋での語

らいの後、わずか港風景一枚のカット挿入で金銭づくの

「性」のはかなさが暗示されていた。この刹那的快楽のた

めに、ギーは伯母を喪失する場に居合わせることができな

かった。 

 エリーズ伯母の死がギーの立ち直りのきっかけとなる

のは以後の物語の流れで明らかなところだが、ただこの伯

母の死のみが彼の再生を導いた原因として描かれている

だけに、あの倫理的衝撃からの反省にとどまらない、ギー

に痛恨の思いを惹起せしめた因子を、ここで考察してみた

い。 

 ギーと伯母の関係は、第一部でジュヌヴィエーヴが母親

に「ギーは名付け親と住んでるの。彼を育てた女性よ」*12) 

と語った言葉で、母親代わりの伯母であったことがわかっ

ていた。あのとき（1957 年頃）のエリーズを 65 歳から

70 歳ぐらいとすると 1890 年代の生まれで、第一次世界

大戦の時点で 20 歳代なのだった。それゆえエリーズは両

次大戦で配偶者・家族を無くしたり（第二次大戦時で 50

代）、結婚の機会を「喪失」した女性の多い世代なのであ

る。ギーを引き取ったことも、彼自身が戦争によって家庭

を喪失していたという理由によるものかもしれないが、も

しギーなかりせば、彼女は 1957 年の時点で独居老人だっ

たはずである。ギーを得て、「家庭」を持つことができた。

第一部でエリーズが初めて登場するシーンでは、エリーズ

の側に慈愛というか優しみが充ちすぎるかのような
．．．．．．．．．．

不思

議な対話があった。伯母はギーの落ち着かない様子や嬉し

そうな「今晩出かけるよ」*13) の言葉で、ギーに恋人がで

きたこと、外出はデートであることを察知する。 

 

 エリーズ：ほんとうのことを言って。  

 ギー  ：うん、彼女を愛してる。でも、どうした  

の？ 泣いてるの？  

 エリーズ：泣いてないよ。  

 ギー  ：泣いてるさ、わかるよ。ひとりぼっちに  

なるから泣くの？  

 エリーズ：ひとりじゃないよ。本があるし、マドレ  

ーヌも注射に来てくれる。あの娘
こ

が相手  

をしてくれる。  

 ギー  ：それじゃ、なぜ泣くの？  

 エリーズ：たぶん、幸福だから悲しくなってるの。

*14) 

 

 初めて聞いたとき、何か不可思議に思えたエリーズの最

後の返答が、いま回顧的に見た場合、本来持ち得なかった

「家庭」を得た老女の充足感が、また成人したギーを喜ぶ

母（祖母というべきか）の感慨が滲
にじ

み出ていたと感じら

れるのである。 

 このようなエリーズが、介護を必要とする老齢になった

いま、兵役のためギーを 2 年間喪失することになった。

ギー出征の日、伯母は今生の別れと覚悟して「Adieu
アディユー

」（永

き別れの《さようなら》）とギーに言う。ギーは「Au
オ ・

 

revoir
ルヴォワール

＝またね」（ふつうの《さようなら》）と応じる

のだった．．．ともあれ伯母は 1 年半を生きぬいて、ギ

ーの帰還を迎えてくれた。そして、わずかその 1 ヶ月後

に亡くなった。実は、もしギーが負傷兵としての早めの帰

還を果たしていなければ、伯母は彼女自身の危惧どおり、

甥の生還を見ることはなくこの世を去っていた。あの再会

は、まさに「怪我の功名」というべき僥倖なのだった。し

かし、すでに見たように、ギーの方は思い描いた「新家庭」

を喪失した絶望から立ち直れず、荒れた生活を送りだす。

かくして復員後の 1 ヶ月、伯母の体調もしくはその衰弱

に対しても、おそらく無頓着で、ひたすらわが身の不幸を

託
かこ

つばかりであったろう。繰返して言うならば、生きて

再会を果たせた幸運があったのに、それを生かせず、命数

短いエリーズを等閑視していたのだった。だが、あの「優

しみが充ちすぎるかの
．．．．．．．

ような
．．．

不思議な対話」の際と同様に、

伯母はギーにそのことを指弾せず、（再生を願う）優しい

視線を投げかけるばかりだったに違いない。つねに自分の

遺すものはすべてギーのものだと語っていた伯母に、復員

後のギーは（生きた姿を見せられたこと以外には）何もの

も与えることができなかった。 

 以上に見たように、チャンスを生かせなかった自責の念、

愛他主義の伯母（伯母にとって愛他主義の「他」とはギー

にほかならなかった）を思うごとの、愛惜からの自責の念、
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そこにあの倫理的衝撃が加わって、ギーの前に「再生」の

道が開かれる。エリーズ伯母から無償の愛を捧げつづけら

れてきた自分にとって、「自暴自棄こそ伯母への最大の裏

切り行為にほかならない」この教訓を、ギーは伯母の死か

らの頂門の一針としたはずなのである。 

 

 第三部後半は、エリーズの葬儀から間もない《ギー宅》

での、ギーとマドレーヌの対話から始まる。同じアパルト

マンに住むマドレーヌは今やエリーズの介護の必要もな

くなり、ここにいるのもつらいので、ギーに引っ越しを伝

えにきたのだった。ギーは「自分を助けるために」*15)思

い直すよう嘆願する。マドレーヌは最初は断るが、結局折

れて留まることを約束する。この願いは、もはやプロポー

ズそのものではなかろうか？ このギーの願いに対して

は、――それが、まだ復員後 1 ヶ月あまりの時点で伝え

られたものだけに――あの「帰ってきたら彼女が他の男と

結婚していたので（・・・） 果ては身近な女に求婚する」

というアンケートの批判が思いおこされる。しかし、この

マドレーヌへの嘆願・接近は、伯母の死を経ての、ギーの

内的変貌＝成長から来る行動と考えたい。エリーズにひと

り付き添ったあの夜のマドレーヌを思えば、彼女自身の、

エリーズの資質と通い合う利他主義的美質は明らかなと

ころであった。今ここでは、第二部最終シーンで、ジュヌ

ヴィエーヴの結婚式後の出立をひっそりと見送ったマド

レーヌの姿＝苦痛の表情を想起したい。ジュヌヴィエーヴ

によるギーとの恋人関係の、不可解かつ一方的な破棄を信

じられなかったマドレーヌは、ともかくわが眼でその事実

を確認しようと結婚式に向かったのであろうが、新婚夫婦

の車を見送るその表情は硬
こわ

張りついていた。それは、さ

ながら、愛する家族の不幸に対処する際の苦しみの発露だ

った。そのような思いやり、優しみが、この第三部後半出

だしの「引っ越し伝達」シーンでのマドレーヌの応答のな

かに、――そして、それはおそらく、復員後のギーに対す

る彼女の折々の挙止言動のなかに見出されていたものだ

ろう――滲み出ている。マドレーヌのそうした愛他的資質

に、亡き伯母の美質を今なればこそ反芻
はんすう

するギーは敏感

に反応し、その人柄に魅了された、と考えうるのである。

マドレーヌをギーと同年配とすると、1937 年頃の生まれ

であり、第二次大戦の戦火のなかで両親・家族を失ってい

たと考えても不思議はない。（ルネ・クレマン『禁じられ

た遊び』の主人公ポーレットの妹の世代ゆえ、空襲にひと

り生き残り、ポーレット同様の孤独な境遇に陥ってい

た・・・というようなことを推測してしまう。） 

 「戦災孤児」であるかどうかはさておいても、マドレー

ヌが家族のいないひとり身であることは蓋然性が高く、生

来の性質もあろうが、つねに沈鬱とした様子である。第一

部で彼女がエリーズ介護のために初登場してきたとき、ギ

ーは、デート前の昂揚もあってか、そのことを無頓着に指

摘して、「こんにちはマドレーヌ、君悲しいの
．．．．．

」*16)と言

うのだった。 

 だが、こうした屈託のある
．．．．．

マドレーヌなればこそ、自分

には無い「失われし家族＝家庭を求めて」、エリーズの介

護に娘のごとき優しみをもって接し、話相手になり、さら

に相談相手にもなり、仕事上の（金銭づくの）関係を越え

た「家族」関係を築きあげようと献身することができたの

ではなかろうか。エリーズの方は、かつてのみずからのひ

とり身の境遇をマドレーヌに見出して、肉親＝家族として

遇することに心を砕き、家族的雰囲気のなかに彼女を包み

込んでやりたいと願いつづけていたことだろう。《ギー宅》

はマドレーヌにとって、愛着ある自分の「家庭」なのだっ

た。（第二部で「不在」だったギーには、その実感はなか

った。また、女性同志の親密さからの相互理解を、男性た

るギーは理解していなかったかもしれない。） それゆえ、

エリーズの死とともに、寂しさから、ギーのアパルトマン

にいるのが、つらい気持ちになるのも当然のことだが、一

方で、初めて「肉親（と言ってよい存在）」に出会い過ご

した「家庭」への愛着から、マドレーヌは、意外にすんな

りと、ギーの願い＝引っ越しの翻意を受け入れた、と考え

られる。さらにまた、ジュヌヴィエーヴの結婚・出立以降、

エリーズは信頼する相談相手マドレーヌに、ギー復員前の

みずからの死を覚悟して、たとえ明瞭な表現ではなくとも

彼のことを託していた、とも考えうるのである。 

 こうして、エリーズのシナリオどおりというべきか、2

ヶ月後、伯母の遺産相続による経済的保証を得て、ギーは
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念願のガソリン・スタンド経営に目途が立ち、マドレーヌ

に正式のプロポーズを果たす。（相続手続きを済ませ、公

証人のオフィスからマドレーヌの待つ喫茶店へ向かうギ

ーが、足早に駆けてゆく姿が映し出される。それはあの足

の負傷による後遺症が完治したかのような印象を与えら

れるものなのだが、この姿に、ギーの「再生」が象徴され

ていたのである。）マドレーヌはギーの求婚に対し、涙ぐ

みながら、嬉しいが不安だと語りだし、「あなたはもうジ

ュヌヴィエーヴのことを想っていないの？ 私のことを

本当に愛してくれているの？ 不安はもうないけど、あな

たが絶望からそう言ってるんじゃないかと思ってしまう」

*17) と言うのである。言葉は違うがマドレーヌも、あのア

ンケートの批判のように「果ては身近な女に求婚する」の

ではないか、と聞くのである。ギーは「ジュヌヴィエーヴ

のことはもう考えたくない。すっかり忘れてしまったと言

ってもよい。」*18)と断言し、繰り返してのプロポーズの

言葉を次のように語る。 

 

  ぼくには大した野心はない。でも夢をかなえられ  

たら。ひとりの女性と幸福になり、一緒に決めてゆ  

ける人生を送ってゆくこと *19)。  

 

 この願いは、すでに見てきたマドレーヌの心の琴線に触

れる言葉として受けとめられたはずで、その受諾の言葉・

その姿があえて描かれる必要もなく、また実際に、ここで

第三幕最終シーンはその幕を閉じる。 

 マドレーヌの受諾は、「引っ越しの通知」シーンでの、

翻意をせまるギーの願いを結局受け入れた彼女を見たと

きに、すでにわれわれには予見可能なものだった。むしろ

ギーにとっては、あのときマドレーヌの返答の諾否を問う

際が、決定的瞬間で、諾の返事を得て、安心、安堵の域を

越えて彼の心は喜びに充たされたはずである。この点、最

終シーンは、プロポーズを問題とするかぎり、反復の求愛

シーン（二番煎じのシーン）という印象があるのだが、実

は、「正式な」プロポーズの必要性という作劇上の要請に

加えて、ここで求愛の言葉でギーにみずからの人生の意義

を再確認させる役割を付与されているように思われる。再

確認と言ったのは、出征中、とりわけアルジェリアでの前

線で、ギーの心に日々去来していた願いこそ、あのマドレ

ーヌに語った言葉に集約されていたと考えるからである。

1954 年に始まったアルジェリア戦争は、ギー出征時の 58

年には、アルジェリア民族解放戦線のゲリラ戦・テロ活動

の激化により泥沼の戦局を呈していた。―フランス国内で

は、ギー出征時にエリーズが「入営は戦争じゃないよ」*20)

といった言葉が象徴するように報道管制が敷かれていた。

ギーの戦線離脱にしても、伯母の生前中に帰国できた幸運

のみならず、その兵役中に兵役期間が延長されたことを思

えば、戦死を回避しえた可能性もあったのである。ギーの

プロポーズの言葉は、煎じ詰めれば「自分の人生の、これ

はという夢は結婚だ」「何がかなえられなくとも、家庭だ

けは持ちたい、そして妻と物事を決めあって生きてゆきた

い」と言う訳で、一見
いっけん

小市民的であり、言い換えれば、

自負心・自彊
じきょう

心に欠けるものである。しかし、むしろわ

れわれは、あのような苛酷な、泥沼的戦場で死の現前と対

峙していた前線兵士の謙虚な真情の告白だったと受けと

りたい。すなわち、ギーはあの言葉で、徴兵により前線に

駆り出された青年兵士たちのすべての夢を代弁してい

た．．． 

 戦争に翻弄された人生の克服意志を、お互いのなかに認

めあい、ふたりは結ばれあう。 

 

 4 年が経った。雪の降るクリスマス前の、ギーの仕事場

でありマドレーヌとの家庭でもあるガソリン・スタンドが、

エピローグの舞台である。（1 年で最も重要な「晴
はれ

」の日

＝クリスマスの祝日こそ、ふたりの「再生」を 寿
ことほ

ぐ「時」

の設定にふさわしい。） 

 マドレーヌがクリスマス・ツリーの飾りつけを終え、息

子フランソワと買い物に出かけるとギーに言う。かつて

「喪失」した子どものいる、ギーにとって充足した
．．．．

「家庭」

の描出である。 

 ふたりの外出後、一台の車がスタンドに立ち寄り、ギー

が給油に向かう。ジュヌヴィエーヴとの偶然の再会である。

ここは寒いと言う彼女をオフィスに導くが、この時彼女は、

結婚以来初めてシェルブールに戻ったこと、子どもを義母
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のもとに迎えに行ったこと等を語り、ギーに色々な質問を

する。しかし、ギーが彼女に投げかける問いは、「君は喪

中なのかい？」*21)、車中の「あの娘
こ

の名前は何？」*22)

だけの最低限の儀礼的質問なのだった。最後の問いに対す

るジュヌヴィエーヴの「フランソワーズ。あの子はとても

あなたに似ている。会ってみる？」との問いかけに、彼は

ただ、《Je crois que tu peux partir.(=I think that you can 

go out.)》*23)と言って、帰りをうながす。この返答は英訳

のとおり、「もう行けると思うよ」の意で、給油が済んだ

ことを指摘した言葉だが、スーパー・インポーズでは「君

はもう行った方がよいよ。（=You had better go out.）」

と訳されていたのである。思うにスーパーは、かつての恋

人たちの、この一期一会的別れに際し、ギーの返答にそれ

なりの気づかいを示す語調をあえて添加して、優しみのニ

ュアンスを含ませた訳述となったのであろう。しかし、こ

こでギーが返した言葉は、業務用の返答で、ジュヌヴィエ

ーヴは出て行かざるをえなかった・・・ マドレーヌに比

しジュヌヴィエーヴは、いわば路傍の人となっていた。 

 最後のシーンは、雪景色のなかでギーとマドレーヌの

「家庭」の暖かい室内が、遠回しのカメラで捉えられる。

厳冬のなかでの、暖房と光に満ちた「家庭」こそ、さまざ

まな「喪失」を克服し「再生」を果したギー（と戦争に翻

弄された人びと）の希求した世界を象徴していたのである。 

 

Ⅳ．Post-scriptum 

1931 年生まれのジャック・ドゥミは、ギーの 6 歳ほど

の年長になる（『禁じられた遊び』のポーレットと同世代）。

それゆえ、1954 年に勃発したアルジェリア戦争において

彼の世代は、わずかの時間差で戦場への派兵を免
まぬ

がれ、

すでに見たカサール同様に「運良く戦争に遭遇せずに兵役

を済ましえた世代」となったのである。 

 しかし『シェルブールの雨傘』で、ドゥミは戦争を、い

わば括弧で括
くく

れる出来事として描くことはなかった。す

なわち、出征という一時的な中断があっても、結局ギーと

ジュヌヴィエーヴの恋が成就するという展開をとること

はなかった。不合理にも出征を義務づけられたみずからの

弟世代である帰還兵士の視点から、戦争のもたらす「

運命の急変
ペ リ ペ テ イ ア

」＝「喪失」の相を見すえ、兵士の「再生」

への意志・その踠
もが

きを主題に据えたのである。そして、

この「再成」の成就こそ、ポーレット世代のドゥミにとっ

て、有り得べき（夢の）展開・結末となったのではなかろ

うか。 
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